






























































平成 10 年度は 6,932 件であったのが、平成 25 年






























































に加え 6ヶ月以上であったが、平成 23 年 4 月か
ら助産師のケア能力習得のため、修業年限が１年














































































































助する助産師 11 名と母親は 4名である。対象助
産師の平均年齢は、46.7 歳、助産師歴平均 20.3
年であった。協力助産所の助産師数 8 〜 16 名、

















































































対象者は、3 か所の助産所において、母親を援助する助産師 11 名と母親は 4 名である。対象助産
師の平均年齢は、46.7 歳 助産師歴平均 20.3 年であった。協力助産所の助産師数 8～16 名、出産
件数 22～158 件/年、入院部屋数 2～5 部屋である。（表 1） 
対象母 平均 31．2 歳であり、全員初産婦であり、核家族であった。就労および就労






    
助産院3
2床 5床
助産師数 8名 7名 16名
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注
注 1）領域密着型理論： グラウンディッド・セオリー・ア
プローチには、特有の領域に関する理論と領域を超え
たところで成立するフォーマル理論の２つのタイプが、
グレーザーとストラウスによってオリジナル版におい
て提示されている。領域密着型理論は前者であり、研
究領域の現場との関連性を強調している。特有の社会
空間に対応する理論生成が可能であり、その領域に密
着した理論である。
注 2）半構造化面接法：面接法は、その構造から、「構造
化面接法」「非構造化面接法」「半構造化面接法」に大
別される。半構造化面接法は、あらかじめ仮説を設定し、
質問項目も決めておきますが、会話の流れに応じ、質
問の変更や追加をおこない、自由な反応を引き出すも
のある。
